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足部形態と 潜在性ト リ ガ―ポイント 発生と の関連性の検討
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［ 背景］下肢の筋骨格系障害の発症に偏平足や回内足等の足部形態と ト リ ガ―ポイ ント が関与する こ と が示唆さ れる が、 両要
因間の関連性は明ら かにさ れていない。 本研究はサッ カー競技者を 対象に足部形態と ト リ ガ―ポイ ント と の関連性を 検討し
た。［ 方法］大学サッ カー部に所属する 健常者 86 名を対象と し た。 足部形態は Foot Posture Index-6（ FPI-6）によ り 評価し た。
ま た下肢帯・ 大腿前面筋（ 腸腰筋、 大腿四頭筋）、 下肢帯・ 大腿後面筋（ 中殿筋、 大殿筋、 大腿筋膜張筋、 ハムス ト リ ングス ）、
及び下腿筋（ 腓腹筋、 長趾伸筋、 前脛骨筋）の潜在性ト リ ガ―ポイ ント の有無を 問診及び触診によ り 評価し た。［ 結果］： FPI-6
の総ス コ アにおいて利き 足と 非利き 足と の間で有意な正相関が認めら れた。 利き 足の FPI-6 の総ス コ アと 非利き 足の下肢帯・
大腿前面筋の潜在性ト リ ガ―ポイ ント 数と の間に有意な正相関が認めら れた。 ま た非利き 足の FPI-6 の総合ス コ アと 利き 足・
非利き 足の下肢帯・ 大腿前面筋及び非利き 足の下腿筋の潜在性ト リ ガ―ポイ ント 数と の間で有意な正相関が認めら れた。［ 結
論］： サッ カー競技者において足部形態と 潜在性ト リ ガ―ポイ ント 発生は関連する こ と が示唆さ れた。
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GHQ の指導は戦後の柔道整復教育にどのよう な影響を与えたか。

湯浅有希子（ 帝京平成大学ヒ ュ ーマンケア学部）
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【 目的】本発表は GHQ/SCAP 文書（ PHWS： 公衆衛生福祉局）およ び「 あん摩師、 はり 師、 き ゅ う 師及び柔道整復師学校養成
施設認定規則」（ 昭和 26 年 9 月 23 日 文部・ 厚生省令第 2 号）を 比較し 、 戦後の柔道整復師養成が GHQ から ど の程度、 影響
を 受けていたかを 明ら かにする 。【 方法】1949 年 11 月 1 日の GHQ/SCAP 文書の草案と「 あん摩師、 はり 師、 き ゅ う 師及び
柔道整復師学校養成施設認定規則」（ 以下、 規則と いう ）における 別表 1 と を 比較する 。 比較内容は、 養成施設への入学資格、
修業年限、 科目の分類、 科目名、 配当時間。【 結果】GHQ/SCAP 文書では次の通り であっ た。 養成施設への入学資格は「 中
学校卒業生」、修業年限は 2年。科目の分類は「 必修科目」「 選択科目」であった。科目名およ び配当時間（ カッ コ 内、時間）は「 解
剖学（ 280）、 生理学（ 245）、 病理学（ 175）、 衛生学（ 210）、 症候学（ 280）、 一般療法（ 280）一般マッ サージ療法（ 175）、 マッ サー
ジ理論（ 70）柔道整復理論（ 210）、 医学史（ 70）、 医事法規（ 35）、 マッ サージ実技（ 210）、 柔道整復実技（ 700）」。 ま た、 規則では
次の通り であっ た。 養成施設への入学資格は「 中等学校の卒業者と 同等以上の学力がある と 認めら れる 者」、 修業年限は 3 年。
科目の分類は「 専門教科」「 普通教科」「 選択教科」であ っ た。 科目名およ び配当時間は「 解剖学（ 280）、 生理学（ 280）、 病理学

（ 210）、 衛生学（ 140）、 症候概論（ 175）、 柔道整復理論（ 245）、 医学史（ 70）、 医事法規（ 35）、 柔道整復実技（ 630）」。【 考察】
GHQ/SCAP 文書では一般マッ サージ療法、 マッ サージ理論、 マッ サージ実技と いう 科目がみら れたが、 昭和 26 年の規則で
はこ れら が削除さ れていた。 こ のこ と は技術に関し て柔道整復独自の技術を 深化さ せよ う と の姿勢がみら れたと 考える
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柔道整復施術療養費に関する患者意識調査～受領委任払いに関する意識～

小野寺恒己（ 東町整骨院）
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【 目的】柔道整復療養費検討専門委員会において、 保険者ごと に受領委任払いから 償還払に変更する こ と ができ る こ と が検討
さ れる が、患者がそれを 容認する か否かは重要である 。本研究は当事者である 患者の意思を明ら かにする こ と を 目的と し た。

【 方法】柔道整復施術所通院中の患者178名を対象に、償還払への変更への意識と 理由を 質問紙調査によ り 回答を 得た。【 結果】
償還払への変更の可否（ 単数回答）では「 現状通り 」が 146 名（ 96.1％）、「 ど ちら でも 良い」が 6 名（ 3.4％）「 変更容認」が 0 名（ 0％）
であっ た。 現状通り が良いと の理由（ 複数回答）では、「 利便性」が 146 名（ 82％）、「 経済的負担」が 88 名（ 49.4％）、「 請求方法
がわから ない」が 73 名（ 41％）、「 保険料納入者の権利」が 33（ 18.5％）、「 国民の権利」が 21 名（ 11.8％）であっ た。【 考察】受領
委任払いは 86 年前から 継続し ている 方式であり 、 福田康夫総理は内閣参質一六八第一五号において「 患者が施術に係る 費用
の負担を 心配する こ と なく 、 その傷病に対する 手当等を 迅速に利用する こ と を 可能と する 趣旨から 認めている も のであり 、
今後と も 必要な制度と 考えている 。」と 答弁し 、「 経済的負担軽減」と「 利便性」を 重視し た政策である こ と と 本件結果は同様で
あっ た。 し かし 、 令和 4 年 6 月から 、 一定要件に該当し た場合に、 受領委任払いから 償還払いに変更さ れる こ と と なっ たが、
自己施術と 自家施術、 保険者から の照会に理由なく 回答し ない患者の償還払いへの変更は受け入れざる を 得ない。「 権利意
識」は少数派であり 、 ま た、「 ど ちら でも よ い」を 選択し た 3.4％は、「 御上意識（ 統治客体意識）」、「 諦め」、「 無関心」の潜在意
識がある も のと 考えら れた。【 結論】柔道整復療養費の受領委任払いを 利用し ている 患者は償還払いに変更する こ と を 望んで
いないこ と が明ら かになった。
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東京都における接骨院の運営形態に関する調査
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【 目的】本調査においては、 東京都における 接骨院（ 公社）の分布及び運営状況を 掲載し た広告を 基に調査を 進め、 柔道整復術
の現状を 明ら かにする 。【 方法】①「（ 公社）接骨院検索東京 M AP」の検索ページを 用いて接骨院の分布状態を 把握する ため

［ Geocoding and mapping（ 埼玉大学教育学部人文地理学谷謙二研究室）］のフ リ ーソ フ ト を 改変し 、 応用し て地図上にプロ ッ
ト し た。 ②接骨院の運営形態を それぞれの接骨院のホーム ページに掲載さ れた業務内容を アイ コ ン の色と 形によ り 分類し
た。 ③繁華街、 住宅街、 下町と いう 基準で 3 区（ 渋谷区、 杉並区、 江東区）抽出し 、 地図に分布状況及び業務内容を 図・ グラ
フ に表し た。【 結果】①接骨院（ 公社）の展開状況は、 都内全域にわたり 1,118 件が開設さ れており 、「 保険取り 扱い」、「 自費
のみ」及び「 保険と 自費併用」など の運営方法がと ら れ、「 保険と 自費併用」する 接骨院が全体の 75.3％と なっ ていた。 ②繁華
街では、 痛みを 保険で行う 傍ら 自費、 美容、 福祉などを 組み合わせて運営し ている 接骨院が 57.9％存在し ていた。 住宅街で
は、 痛みを 保険で行う 傍ら 自費、 美容、 福祉を 組み合わせて運営し ている 。 ま た、 保険を用いずに「 自費」のみが 2 件（ 4.3％）
存在し ており 、「 痛み」に対する 施術（ 保険・ 自費併用）を 中心に運営さ れている こ と が判っ た。 下町では、「 保険、 自費併用」
は 32 件（ 88.9％）と 最も 多く 存在し ており 、「 自費（ 併用含む）」においては、 整体や鍼灸を 導入し ている 。【 考察】東京都にお
ける 接骨院（ 公社）の分布状況・ 運営形態の調査によ り 、 繁華街では、 多岐にわたる 運営・ 経営方法が取り 入れら れていて、
住宅街では、 保険・ 自費併用の痛みに対する 施術を 中心に運営さ れている 。 ま た、 下町では、 保険、 自費併用など を 用いる
が、 整体や鍼灸を導入し ている 接骨院が多いなど 地区によ る 特徴があった。
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柔道整復師の介護予防事業実施形態について

長坂　 愛（ 池内接骨院）
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背景： 2021 年、 我が国の高齢化率は 28.9％と 過去最高と なっ た。 高齢化が進む中、 国の制度の介護保険サービス だけでなく 、
2017 年には 65 歳以上のすべての高齢者が対象と なる「 介護予防・ 日常生活支援総合事業」がすべての自治体で開始さ れた。
そこ で多岐にわたる 介護予防事業の柔道整復師における 実施形態を 考察する 。 対象：（ 公社）日本柔道整復師会に所属する 全
国の 287 支部すべての責任者 266 人と し た。 調査方法は対象者に調査協力依頼文と 自記式調査票を郵送配布、 回収し 統計的
分析を 行っ た。 結果： 介護予防事業を 実施し ている 支部長は 31 人で、 実施形態は通所型サービ ス C、 実施場所は施設内が
最も 多かっ た。 興味・ 関心はある が未実施の支部長は 105 人で、 今後実施予定あり 及び検討中の事業形態は一般介護予防事
業が最も 多く 実施場所は施設内が多かっ た。 ま た、 実施上の困難感と し て自治体と の交渉が最も 多かっ た。 考察： 介護予防
事業を 実施し ている 実施形態で最も 多かっ た通所サービ ス C は短期集中予防サービ ス で 3～6 か月間と なっ ている 。 1 回あ
たり の時間も 短く 接骨院等の施設を開業し ながら 介護予防事業を 実施する こ と も 可能である と 考える 。 ま た、 田中同様、 設
備基準が従来ある 施設基準を 満たすこ と から 開設し やすいと 考えら れる 。 興味・ 関心はある が未実施の支部長の今後実施予
定あり 及び検討中の事業形態で一般介護予防事業が最も 多かった。 近藤ら 同様施設の来所患者に高齢者がいる こ と から 興味
を 高めた要因の一つではないかと 考えら れる 。 総合事業は自治体での取り 組みのため、 自治体と の交渉が実施に大き く 影響
する 。 機能訓練が飽和状態にあり 参入が困難だと いう 意見も あっ た。 し かし 地域に根付いた接骨院等に介護予防を 目的と し
た高齢者が通う こ と で介護予防促進にも 貢献し 、 住み慣れた土地でよ り 自分ら し く 過ごせる 生活に還元でき る のではないか
と 考える 。
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【 目的】今回、 当デイ サービス を 利用中の高齢者に対し て、 足関節を 切り 返す俊敏性を 確かめる 目的で 3 か月ごと に足関節底
背屈テス ト を 実施し 、 足関節底背屈運動の経時的変化と 転倒リ ス ク について調査し たので報告する 。【 対象】2020 年 1 月～
2022 年 7 月ま でにデイ サービ ス 通う 高齢者のう ち、 要支援 1、 2 と 認定さ れている 29 名を 対象と し た。 性別は男性 1 名、
女性 28 名で、 平均年齢は 85.3 歳であっ た。【 方法】全例、 デイ サービ ス 内で下肢筋力強化や歩行能力訓練など の機能訓練を
2 年間実施し た。 その間、 3 ヶ 月に 1 回の頻度で足関節底背屈テス ト を 実施し 、 計 8 回の測定を 行った。 そし て、 全 29 例を
転倒の経験が無い例（ 以下転倒なし 群）と 転倒経験を 有し た例（ 以下転倒あり 群）に分けて、 それぞれの足関節底背屈テス ト の
数値を 経時的に調査し た。【 結果】足関節底背屈テス ト における 測定数値の推移は、 転倒なし 群 1 回目 10.9±5.4 から 8 回目 7.5
±1.8 であり 、 転倒あり 群 1 回目 10.2±3.1 から 8 回目 8.4±2.2 と 各々において有意に足関節底背屈速度が速く なっ ていた 。
各症例の経時的変化は、 転倒なし 群は 1 回目から 4 回目ま で数値が安定し 、 以降は平均し て数値が安定し ていく 傾向にあっ
たが、 転倒あり 群は 1 回目の測定から 8 回目に至る ま で、 途中の段階で数値のばら つき がみら れる 傾向にあった。【 考察】今
回の結果から 、 機能訓練を 継続する こ と で足関節を 素早く 動かす主動筋と 拮抗筋のバラ ン ス が改善さ れて俊敏性が高ま り 、
足先が上がり やすく なる こ と で転倒リ ス ク が減る こ と に繋がる と 考える 。 ま た、 経時的にみて測定数値の悪化がみら れる と
き は転倒リ ス ク が高ま る 証である と 捉え、 転倒予測の指標と し ても 有効である と 考える 。【 ま と め】高齢者に対し て足関節底
背屈運動テス ト の数値を 経時的に追跡し ていく 事は、 つま ずき の予防に繋がり 、 転倒予測の指標と し ても 有益である と 考え
る 。
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